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物流業務の効率化を支援する
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輸配送を中心とした日立グループの物流ソリューションの概要

日立グループは,消費財系の業界での物流業務に関連したニーズに対応して,統合的なソリューションの提供と業務システムの構築を支援している｡

消費財製造業の分野では,製品の多様化とライフ

サイクルの短縮とともに,低コスト化や品質規制の強

化が進んでいることから,さまざまな面でのIT化の推進

が期待されている｡

企業によるERP(EnterpriseResourcePlanning)

やSCM(SupplyChain Management)への投資が

活発化し,生産･販売面からの全体効率化への取り組

欝
はじめに

近年,企業の物流業務における目まぐるしい変化として,

(1)企業レベルでは,拠点の統廃合や3PL(Third Party

Logistics)化,海外進出,(2)現場業務では,排ガス･速度

規制,モーダルシフト(輸送方式の切換),流通加工対応,(3)

品質管理では,ロットごとの輸送履歴のトレース,温湿度･振

動対策などがある｡このような変化に対応するためには,物

流コストの低減が求められることから,物流業務のIT化が大

みも盛んである｡また,ロジスティクスの実行系物流業

務でも,効率化を支援するロジスティクスソリューショ

ンヘのニーズが高まっている｡

日立グループは,このようなニーズに対応し,さまざ

まな業態の消費財製造業に適応したロジスティクスソ

リューションを提案している｡

きな課題となっている｡

日立グループは,これらの課題を解消するための企業の

物流業務の改革を支援している｡

ここでは,実行系の物流業務のIT化事例を中心に,日立

グループのロジスティクスソリューションについて述べる｡

題ソリューション提供に向けた物流業務システム化の手順

実行系の物流業務のIT化を実現するためのキーポイント

け故評点20帆3L認7
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図1物流ソリューションの全体構成

物流業務の効率化を支援するための全体的なシステム構成イメージを示す｡

は,その手順である｡スタートラインとして,まず,企業内での

効率的な業務運用が可能であるかどうかを検言寸することが

重安になる｡

日立グループは,プロジェクトの準備段階となるロジスティク

スシステムの課題整理から,システムの構想,効果算定シミュ

レーション,新業務の実行計画,システム構築まで一貫した

ソリューションを提供している｡

3実行系物流業務のためのソリューション例

配送計画,積み付け計画,配送管理,運行管理,物流統

合管理などのシステムから成る日立グループの物流ソリュー

ションの全体構成を図1に示す｡さまざまな業態の消費財製

造業に対応する,日立グループの物流ソリューションの事例

について以下に述べる｡

3.1 日配業用のソリューション

乳業メーカーやコンビニエンスストアチェーン,生活協同

組合など,固定ルートでの配送を日々行っている日配業の配

車業務では,季節･月次･曜Hなどによる配送量の変動に対

応し,車両数の柔軟な変吏や,短時間での適切な配送コー

スのシミュレーションが求められる｡

そのため,日配業用のソリューションでは,日々の配車業

務の効率化を図る,配送計画システム"NEUPLANET”を活

用して以下の機能を確立した｡

1

2

3

配送拠点,配送先変更時の最適な配送コースの生成

目次配送計画で受注情報を配送コースへ自動引き当て

配送量の超過に対応する追加コースの自動生成

3$Jl柑評点2004,3

(4)配送量不足に対応する追加受注情報の配送コースへ

の自動取り込み

(5)運行管理システムとの連動による配送計画の進捗(ちょ

く)の把握と柔軟な対処

以上の機能により,配車担当者の負荷の軽減や,運用に

合わせた柔軟な配送コースの生成,車両台数の削減による

物流コストの低減を図る｡

配車計画システムの運用の流れと画面例を図2に示す｡

3.2 配車計画連動物流センターソリューション

従来,配送センターの出荷業務では,リードタイムの制約な

どから,事前に決めた区分で振り分け,そのあとで区分(方

面など)ごとに車両の割り付けを行っており,配送効率を勘案
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図2配車計画システムの運用フローと画面例

lT化による配車計画の自動立案とスピーディな編集作業などを可能とし.情報の

可視化,計画精度向上,およぴリードタイムの短縮を実現する｡
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することができなかった｡

そのため,配車計画連動物流センターソリューションでは,

各種設備(ハンディ端末,仕分け装置,自動倉庫,デジタル

ピッキングシステムなど)を束ねる配送センターの管理システム

と配送計画システムを連携することにより,入出荷業務と連

動した配車計画を短時間で立案することができるソリューショ

ンを提案した｡主な特徴的機能は以下のとおりである｡

(1)配送センターのスケジューラ機能により,受注情報の納

期を基にした,出荷タイミングと配送車両の決定

(2)入場時刻と積み込み場所を配送車両へ指示することに

より,配送センターの物流を整流化

(3)マデノアルハンドノング設備と連動した配送センターの管

理システムからの,配車計画に基づく入出荷作業の指示

以上により,車両数の削減,積載率の向上,配送センター

の入出荷運用の最適化による配送拠点の設備稼動率の向

上など,物流コストの低減を図った｡

3.3 調達･配送統合リアルタイム配車ソリューション

共同配送のオペレーションは各所で行われているが,原材

料の調達と製品の配送は,発注のタイミングの違いなどによっ

て別々に運用される場合が多い｡このため,調達･配送統合

リアルタイム配車ソリューションでは,納期厳守での安定した

配送と帰り便の活用による配車効率の向上を両立させる,以

下の機能を付加した｡

(1)調達先や配送先の特性に応じたさまざまな配送方式(い

つもの決まったコースを回る｢ミルクラン+,直送,集配センター

経由など)に対応

(2)固定配送ルートの管理機能による配送コースヘの集

荷･調達先の自動引き当て

(3)集荷と配送の同一コース内での混在方式(配送完了後

に集荷,積み降ろし交錯など)に対応

(4)JIT(JustinTime)生産に同期した供給配送計画の立案

(5)PDA(PersonalDi由talAssistant:携帯情報端末)や,

携帯電話端末を利用した進捗管理

以上のような物流情報の統合と全体最適化計画により,部

材調達･製品配送全体での物流費の削減を図った｡

3.4 積み付け計画連動配車ソリューション

在庫レスを掲げる納入先に対して,納期を厳守し,効率よ

く供給を行うためには,配車･積載率の向上が必須事項となる｡

積み付け計画連動配車ソリューションでは,車両運行効率

と積載効率を併せた配送効率を向上するために,パレットや車

両への積載パターンを作成する｢積み付け計画支援システム

"NEUFRECSlと配車計画を連動させ,以下の機能を構築した｡

(1)配車計画の結果に対応する積み付け計画を立案し,運

行効率と積み合わせを併せて評価

(2)車両への積み付け計画は,パレットへのケース積みと車

両へのパレット積みの計画を併せて立案

(3)車両へのパレット積み付け計画は,荷降ろし順序を考慮

して立案

これらの機能により,出荷作業の荷ぞろえ,荷積み作業の

効率化,配送車両の貨物積載率の向上,荷降ろし作業時

問の短縮など物流コストを低減した｡

3.5 コンテナ配送のソリューション

モーダルシフトや輸出入貨物の増加により,コンテナ輸送へ

のニーズは増大している｡しかし,コンテナ積み降ろし時にお

けるトラクタ(積載車両)の待機時問の発生や,コンテナヤー

ドヘの入退場時の渋滞などの解消が求められている｡

コンテナ配送のソリューションでは,これらの課題を統合的

に管理,計画するために,以下の機能を構築した｡

(1)トラクタとコンテナを個別に管理し,待機時間を最短に

する配送,引き取り計画の立案

(2)受注情報を配送業務単位に分割管理し,分業によって

トラクタの稼動率を向上

(3)車両が集中しないようにコンテナヤードへの入退場時間

を分散し,渋滞を発生させない作業割り当て

このソリューションにより,トラクタの稼動率の向上や,車両

台数の削減,動態管理との連携による作業進捗を考慮した

作業指示,問い合わせへの対応など,配車業務担当者の負

荷の軽減による物流コストの低減を図った｡

3.6 3PL用の統合物流センター管理ソリューション

さまざまな荷主のロジスティクス業務を請け負う3PL業種で

は,複数の荷主に適合できる汎用的な倉庫管理システムを

短期間で構築する必要がある｡従来の物流センターの管理

システムでは,荷主やセンターごとにそれぞれ構築される高機

能のシステムが多かった｡

これに対し,｢統合物流管理構築サービス``NEUTLEX''+

では,以下の特徴を持つ機能を提供する｡

(1)運用が異なる複数の荷主に対応し,荷主の追加が容易

(2)リアルタイムの入出庫･在庫管理に対応し,無線ハン

ディ端末を含め,ウェブ画面でのシステム構築が可能

(3)作業確認による誤出荷の防止とロットごとの追跡が可能

(4)並列処理技術の採用による高スケーラビリテイ

(5)上位システム,配車計画,倉庫設備制御,人員計画な

どとの柔軟な連携が可能

3.7 広域多拠点間輸送ソリューション

従来,広域拠点間の輸送は各拠点で受注情報に合わせ

て車両を調達し,帰り便の荷物の積載などによる運行効率の

向上を図ってきた｡しかし,拠点ごとに生じる荷量偏差の課

題解決や,多角輸送の実現など,いっそう高い配送効率を

追求するためには,全体最適な配送スケジューリングが求め

ロー立細2帆3,認9
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られる｡このため,以下の機能を提供する予定である｡

(1)車型と台数の定義を行い,全国の輸送資源情報を可視化

(2)受注情報を全国一元管理し,全国一括での配車計画

の立案に対応

(3)拠点での配車結果の編集と輸送指図の出力を実現

上記の機能により,先行受注情報や予測によるダミーの受

注情報を基に,車型の割り当て,往復輸送,多角輸送,積

み合わせなどを考慮した,的確な配車計画が立案できる｡

〃今後の闘
日立グループは,約350サイトにシステムを納入したこれま

での実績を通じ,ロジスティクスソリューションのメニューを拡

充してきた｡これからも,多種多様な物流の課題に対応する

ため,機能のいっそうの強化に取り組んでいく｡

さらに,各種の交通情報サービスとも連携し,ITS

(IntelligentTransport Systems)からの情報や技術の活

用,高度化するモバイル環境への展開など,以下のような展

開を目指している(図3参照)｡

(1)サービスレベルの向上

(a)高性能･安価･省スペースのブレードサーバを適用し,

並列処理による計画立案時間を短縮

(b)配送の所要時間,荷降ろしの順序など,実運用情報

による計画立案の精度向上

(c)所要時間,渋滞情報など,公共情報によるメンテナン

ス業務の最小化

(2)適用業務の拡大

(a)フェリーや鉄道用コンテナなどの輸送手段,個配など

の輸送形態への対応性の拡充

(b)輸配送計画,倉庫管理など,ASP(Application

Service Provider)サービスによる初期投資を抑えた機能

の提供

古
おわりに

ここでは,企業内のIT化における,物流業務改革を支援

する日立グループのソリューションサービスの事例について述

べた｡

企業を取り巻く環境の変化はますます激しくなり,高度化

するロジスティクスに対応するためには,企業内だけでの業

務改革実行では困難となっていく｡日立グループは,今後も,

ロジスティクスシステム構築のパートナーとして,社内外での

経験に基づいた技術･業務ノウハウに加え,常に未来を見据

えたサービス･コンセプトによるソリューションを提案していく考

えである｡
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注:略語説明ほか VICS(VehiclelnformationandCommunjcationSystem)

*プローブ情報;走っている個々の車両の速度や位置などの情報

図3公共交通情報の活用

社会的な什基盤の発達を前提にした技術的ブレークスルーにより,いっそう効率的

な物流業務が実現できるソリューションを提供していく｡
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